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　5)異 なる歯科材料の接着強さに対するイ トロ
処理の影響
　 ○石田 喜紀,岡田 英俊,龍方 一朗,川島 功
　　　　　　　　　　　　 (奥羽大 ・歯 ・生体材料)
【目　 的】歯科医療 においては,異 なる歯科材料
を組合せて使用す ることが非常に多いがその組合
せによっては十分な接着が確立 されていないもの
もある。そこで,表 面処理法としてイ トロ処理シ
ステムを用い,ジ ルコニアセラミックスとレジン
セメン ト,おホびシリコーン系義歯裏装材 と義歯
床用アクリル レジンの接着強 さへの表面処理の影
響について検討 したので報告する。
【材料および方法】(1)イトロ処理 について;イ
トロ処理(イ トロテクノロジー,イトロ株式会社)
とは,ガ ス中にシラン化合物 を混入したものを燃
料 とした火炎を用いて表面改質を行 うことを目的
とした処理方法である。対象物のヌレ性を向上 さ
せる効果があり,表面に極薄いシリカ層を形成す
るとされる。本研究ではバーナーの還元炎を被着
面に噴射す ることでイ トロ処理 とした。(2)ジルコ
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ニアとレジンセメン トの接着強 さ;ジルコニアセ
ラ ミックスにはTZ-3Y(東ソー)を 用いた。被
着体 として純 チタン(J3,モリタ)を 用い,す
べての接着面にサン ドブラス ト処理 を行った。レ
ジンセメン トには リンクマックス(GC)を用いた。
ジル コニアの表面処理は①CO:サ ンドブラス ト
十シランカップ リング処理(セ ラ ミックプ ライ
マー,GC),②IT:サン ドブラス ト+イ トロ処理,
③IP:サンドブラス ト+イ トロ処理+シ ランカッ
プリング処理の3条 件 とした。以上の条件で接着
した試料 を試験片 とし,サ ーマルサイク リング
10,000回負荷 したものをせん断接着試験に供 した。
(3)シリコーン系義歯裏装材とアク リル レジンの接
着強さ;義 歯床用レジンとしてアクロン(GC)を,
義歯裏装材 には リライン(GC)を,接着剤として
リラインプ ライマ ー ・レジン用(GC)を用いた。
表面処理条件 は,被着面にプライマーのみを塗布
した もの(PR)とイ トロ処理 を行った後,プ ライ
マーを塗布 した もの(IP)とし,イ トロ処理の条
件 は処理 を5cm/secで行 った もの(IP5)および
20cm/secで行 ったもの(IP20)の計3種 類 を行っ
た。表面処理 をした試験片2つ を厚 さ1mmの 裏
装材で繋 ぎ合わせ引張試験試料 とし,サーマルサ
イクリング300回負荷 したものを引張接着試験 に
供 した。
【結果および考察】(1)ジルコニアとレジンセメン
トの接着強 さについて;COが 最 も小 さな値 を示
したが,ITとの間に有意差 は認め られなかった。
IPはCOとITに比較 して有意に大 きな値 を示 し
た。ITが小 さな値 を示 したのはイ トロ処理によ
るシリカ層が加水分解されることにより接着強 さ
が低下 した もの と推察 され る。IPにサーマルサ
イクルの影響が少なく,有意に大きな値 を示 した
理由としては,ヌ レの向上によるものにプラスし
てイ トロ処理で形成 されたシリカ層 とシランカッ
プ リング剤の化学的な結合があるため,熱 による
膨張収縮の影響が少なかったのではないかと推測
される。(2)シリコーン系義歯裏装材 とアクリル レ
ジ ンの接着強 さにつ いて;IP20は他の2群 と比
較 して有意に接着強さが上昇 した。イ トロ処理に
よりアクリルレジンとシリコーン系義歯裏装材の
接着強 さは向上す ることが明らかになったが,イ
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トロ処理時間が長いと接着強さの上昇は認められ
なかった。このことか ら,イ トロ処理によるレジ
ン表面のヌレ性の上昇が,プ ライマーの効果を向
上 させ,接 着強 さが大 きくなることが示唆 された。
しかしながら長時間処理 を行 うと,火炎による表
面粗 さの低下やコーティング層の過形成により,
プライマーの効果が薄 くなるのではないかと推察
され る。
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